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令和８年４月から手数料の負担をお願いします
農地中間管理機構からのお知らせ

　農地中間管理事業は、受け手農家の皆さまに代わり農地の賃料を計算して徴収し、出し手の皆さまへ期限内に全
額お支払いしてきましたが、継続的に事務経費などの不足が発生しており、事業運営に重大な影響を及ぼしています。
今後とも、皆さまに持続的かつ安定的に利用していただけるよう、経費の一部について、手数料の形でご負担をお
願いすることとなりました。ご理解とご協力をお願いいたします。

【例】10aあたりの賃料が年間１万円の場合（手数料（１％）100円）

区分

出し手
（農地所有者）

受け手
（耕作者）

納付時期と方法 手数料

1.0％

毎年12月
中間管理機構が手数料を賃料から控除する

毎年11月
中間管理機構へ手数料を加算して賃料を支払う

・令和８年４月以降の県公告で権利設定
する農地の賃貸借契約対　象

・令和８年３月までの県公告による契約 
・使用貸借契約（０円契約）対象外


